
第２回 本町通り商店街エリア ウォーカブル勉強会 

次第 

 

日時：令和６年５月９日（木） 

１９：００～２０：３０ 

    場所：本町ＢＡＳＥ（Web 併用）  

    

 

１．前回の振り返り 

 

２．広島県竹原市の取組紹介 

  広島県竹原市企画部企画政策課 

伊藤 大輔 氏 

 

 

３．生活社会実験に向けて 

 

    

４．今後の予定 



１．前回の振り返り

令和6年5月9日

関市都市計画課

第2回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



１．勉強会の目的・内容

1

年度 市街地の整備 地域での取り組み

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度
以降

• 公共施設や地域資源を結ぶネットワークを
強化して回遊性を高め、まちの賑わいと魅
力を創出

■遊歩道の整備

■居心地がよく歩きたくなる
空間整備（予定）

■本町6・7丁目エリア価値向上
に向けた勉強会

■ウォーカブル勉強会

• 遊休不動産の活用検討、住民が描く将来像



１．勉強会の目的・内容

本町6・7丁目エリア価値向上に
向けた勉強会

本町通り商店街エリアウォーカブル
勉強会

■目的

■対象者

■取組内容

• 本町通り界隈が魅力的なエリアとなるよう、
本町7丁目広場の利活用を検討し、更なるに
ぎわいの創出とエリアの価値向上に向けた
意見交換を実施

• 本町6丁目、7丁目の地域住民
• まちづくりに興味のある方

• 令和4年度中に計4回実施
• 本町7丁目広場の活用、住民が思い描くエリ

アイメージ、まちなかに求める機能、公共
空間の活用などについて意見交換

• 国の施策や先進事例の共有

■目的

■内容

 本町通り商店街エリアの公共空間や低未
利用地の利活用、交流空間の創出を図り、
誰もが居心地良く、歩きたくなる、にぎ
わいのあるまちづくりを進める。

 地域住民の生活の質を高め、その地域に
住みたい人、住んで良かったと思う人、
外部からこの地域に関わってみたいと思
う人を増やす。

• 地域住民、観光・商工関係者
• 教育機関
• 行政（都市計画、土木、建設総務、商工、

観光、企画広報の各課による推進体制）

実施状況 本町7丁目広場の滞留空間

（令和6年度～）

2

（令和4年度）

■対象者

• 本勉強会は、ウォーカブルに係る先進的
な取組について情報収集、知見の共有を
行うとともに、地域住民と協働でエリア
の将来ビジョンを策定し、実現に向けた
社会実験の実施、データ収集、分析等を
行う。



【開催概要】

・日 時：令和6年4月22日（月）19:00～20:30

・場 所：古民家あいせき（Web併用）

・内 容：①都市・道路行政の取組

②市街地中心部の取組状況の報告

・参加者：約30名

地域住民、観光・商工関係者

まちづくりに興味関心のある方

国土交通省都市局資料より

都市・道路行政の取組 市街地中心部の取組

〇内容

• 拡大から維持、開発から再生、都市をマネジメントすることで

都市空間に魅力が生まれる

• 国内外で人間中心の都市空間の構築が進んでいる、人間活動へ

のアプローチが必要

• 盛岡市の「もりおか交通戦略」でのウォーカブルな位置づけや

盛岡市内での道路空間の活用事例を紹介

• 「道の活用」の先に広がる夢や可能性を参加者へ問いかけた

（講師：国土交通省道路局企画課 髙濱 康亘 企画専門官）

（参加者からのご意見）

 空間利用にあたって、

歩行者と車の利用区

分をするべきでは？

 まちなかの交通体系

を踏まえ、駐車場の

配置等を含め、まち

全体で利用区分を検

討することが必要。

〇内容

• 勉強会の目的は、本町通り商店街エリアの公共空間や低未利用
地の利活用、交流空間の創出を図り、誰もが居心地良く、歩き
たくなる、にぎわいのあるまちづくりを進める。これにより、
地域住民の生活の質を高め、地域住民や関係人口を増やすこと。

• ウォーカブルに係る先進的な取組について情報収集、知見の共
有を行うとともに、地域住民と協働でエリアの将来ビジョンを
策定し、実現に向けた社会実験の実施、データ収集、分析等を
行う

• まち歩きＷＳや空き店舗を活用したマルシェ「セキ日和」、ベ
ンチ等を備えた滞留施設「本町ネクスト」の取組について報告

セキ日和の実施状況 「本町ネクスト」設置状況

２．前回の内容



３．生活社会実験に向けて

第2回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



１．国土交通省の施策

※国交省都市局「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」中間とりまとめ より抜粋

○ 街路空間を車中心から「人」中心の空間へと再構築し、沿道と路上を一体的に活用し、
人々が集い・憩い・多様な活動を繰り広げられる場へ

○ 「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の創出による「魅力的なまちづくり」

5



１．国土交通省の施策

6
※国交省道路局「歩行者利便増進道路 制度概要及び制度の流れ」より



１．国土交通省の施策

7
※国交省道路局「第82回基本政策部会（2023年8月9日）」より抜粋



２．先進的な取組事例（愛知県岡崎市）
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• 乙川リバーフロント地区内の豊富な公共空間を
活用した公民連携プロジェクトを実施

• ＱＵＲＵＷＡの回遊を実現させ、波及効果とし
て、まちの活性化（暮らしの質の向上・エリア
の価値向上）を図る

• ＱＵＲＵＷＡ戦略に道路再構築事業として位置
付け

• 2018年度から道路空間の利活用に関する社会実
験を実施

【取組概要】

乙川リバーフロント地区公民連携まちづくり基本計画
- QURUWA 戦略- 【概要版】より

生活社会実験

〇概要
・場所：岡崎市連尺通り
・延長：約0.3km
・期間：2019年9月20日〜11月24日（約2ヶ月間）
・内容：4m程度ある歩道幅員のうち、2mを最低限の

歩行スペースと再定義し、歩道の上に新た
に道を作るように白いテープを貼り付け。
商品の陳列や休憩スペース、まちの団欒ス
ペースを配置。

• 白いテープで新たな境界を創出し、その内側
に多様なまちの表情を演出

• 歩道に創出した溢れ出しは、常時あるわけで
はなく沿道商店の営業時間やイベント・出店
者の有無により位置・内容が毎日柔軟に変化

• 白いテープ自体が歩行に支障なし
• 身の丈にあった改変が可能

連尺通り

＜効果＞



２．先進的な取組事例（愛知県岡崎市）

9※ソトノバHPより引用



２．先進的な取組事例（愛知県岡崎市）
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11

【市街地中心部の現況】

• 市街地中心部を回遊できる遊歩道整備を実施（令和3年度～令和7年度）

• 本町通り商店街の空き店舗を活用したマルシェの実施

• 新規出店により快適な生活環境の提供と地域活性化の加速

• 歩行者の利便増進を図るため、道路区域外に滞留施設を設置

【将来的な取組目標】

• 歩行者利便増進道路への指定によるにぎわい空間の創出

• 滞在快適性等向上区域を整備計画で位置づけ、官民一体による公共空間の創出

• 歩行者の安全性、快適性の向上を図る

【生活社会実験の目的】

• 公共空間利活用に対する地域住民の意識醸成

• 沿道環境の変化に伴う歩行者の行動変容調査

• 歩行者中心の道路空間再構築への課題検証、整備内容の検討（計画反映）

３．生活社会実験について【目的】



本町1丁目

本町2丁目

本町3丁目

本町4丁目

本町5丁目

本町6丁目
本町7丁目

：歩道等活用箇所
12

至
関市役所

至
関駅

至
美濃加茂市

至
岐阜市

実施期間（予定）：令和6年5月31日（金）～令和6年7月31日まで2ヶ月間

３．生活社会実験について【実施予定箇所】



ベンチ① ベンチ② テーブル ストリートシェード

占用物
イメージ

寸法

設置方法
（案）

・軒先に保管
・使用時に移動
（可動タイプ）

・軒先に保管
・使用時に移動
（可動タイプ）

・市が保管
・使用時に設置
（着脱タイプ）

・私有地または歩道
に常設

利用方法
（案）

・時間帯利用
（平日）9時～21時
（休日）7時～21時

・時間帯利用
（平日）9時～21時
（休日）7時～21時

・曜日、時間帯利用
（曜日）金・土
（時間）17時～21時

・全時間帯

法令 • 道路法施行令
第16条の2第2号

• 道路法施行令
第16条の2第2号

• 道路法施行令
第16条の2第4号

• 道路法施行令
第16条の2第2号

備考 • 軒先または歩道幅
員が十分に確保さ
れる場合は、人工
芝により範囲を明
示しベンチを常設

• 軒先または歩道幅
員が十分に確保さ
れる場合は、人工
芝により範囲を明
示しベンチを常設

• 上野湯島ガイトウ
スタンド&テラス
社会実験事例あり

• 商店街所有の既存
照明柱に設置

• バス停付近（安桜
山公園前）に設置

• 社会実験後は撤去

W1495×D445×H440程度W745×D445×H450程度 （占用範囲内で設計） W2300×D1259×H2155
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※現時点のイメージ ※現時点のイメージ ※現時点のイメージ

３．生活社会実験について【占用物件の例】



人工芝 フラワーポット 看板 その他

占用物
イメージ

地元住民が既存利用
しているベンチ等を
想定

寸法 （占用範囲の寸法） （占用範囲の寸法） （占用範囲の寸法） （占用範囲の寸法）

設置方法
（案）

・市が保管
・ベンチに準ずる

・商店街等が設置 ・出店者が保管
・使用時に設置

・所有者が保管
・使用時に設置

利用方法
（案）

・沿道店舗の営業に
あわせ設置を想定

（食事施設の付属）

・全時間帯 ・店舗営業時間 ・時間帯利用
（平日）9時～21時
（休日）7時～21時

法令 • 道路法施行令
第16条の2第4号

• 道路法施行令
第16条の2第1号

• 道路法施行令
第16条の2第1号

• 道路法施行令
第16条の2第2号

備考 • 設置者が管理

出典：大垣市のほこみち事例
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３．生活社会実験について【占用物件の例】



：社会実験活用範囲
：歩道部
：軒先部

パターン１

パターン２

３．生活社会実験について【歩道活用の範囲】
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テープで占用範囲
を明示

有効幅員W=2.0m
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３．生活社会実験について【イメージ】



人工芝とベンチ設置
（休憩場所）

有効幅員W=2.0m

３．生活社会実験について【イメージ】



４．今後の予定

第2回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会
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１．今後の取組
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２．次回のご案内

第３回ウォーカブル勉強会

・日時：5月21日（火）午後7時から

・場所：本町BASE

※内容が変更になる場合があります。
※オンライン併用で開催します。
※市HPおよび案内文書でお知らせします。

【内容】
①岡崎市の事例紹介
（講師：まちづくり推進課 小林様）
②生活社会実験について


